
 

   SKX® 施工手順（一般配管用ステンレス鋼管(Su)用） 

①①①①パイプ挿入量記入パイプ挿入量記入パイプ挿入量記入パイプ挿入量記入    
パイプ挿入量（K 寸）を測り、標線標線標線標線を記入して下

さい。 

分解せず分解せず分解せず分解せずにそのまま標線標線標線標線まで挿し込んで下さ

い。 

   

 

 

 

 

 

 

 
注 1）・パイプ切断のカエリは取り除いて下さい。 

・滑剤の塗布は不要です。 

・管止めがある場合は、管止めから 3mm 

以上あけて施工して下さい。 

③③③③ストップリング本締めストップリング本締めストップリング本締めストップリング本締め    
 C形連結を中心方向に押えながら押えながら押えながら押えながら、ストップリストップリストップリストップリ

ングをングをングをングを締めやすい位置締めやすい位置締めやすい位置締めやすい位置にして下さい。 

両端に伸縮量を保った状態で、ストップリングストップリングストップリングストップリング

先端部を当て締め先端部を当て締め先端部を当て締め先端部を当て締めして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注 3）当て締め後さらに締め付けすぎると破損な締め付けすぎると破損な締め付けすぎると破損な締め付けすぎると破損な

どの不具合どの不具合どの不具合どの不具合が生じることがあります。 

注 4)管とストップリングが直角になるように締め付

けて下さい。 

注 5)再施工時は再施工手順書に従って下さい。 

②②②②キャップ仮締めキャップ仮締めキャップ仮締めキャップ仮締め    
本体とキャップを十分手締め（素手素手素手素手もしくはもしくはもしくはもしくはスベスベスベスベ

リ止め付グローブリ止め付グローブリ止め付グローブリ止め付グローブで締まらなくなるまでで締まらなくなるまでで締まらなくなるまでで締まらなくなるまで）した後、 

マジック等でマーキングマーキングマーキングマーキングして下さい。 

注 2）・十分な手締め（素手）は 8N･m 程度です。 

・十分な手締めは管を引っ張っても抜けない程

度 

 まで締めて下さい。 

・手袋使用の場合は、スベリ止め付グローブ 

 を使用して下さい    

③③③③キャップ本締めキャップ本締めキャップ本締めキャップ本締め    
ショートレンチにてキャップを標準締付キャップを標準締付キャップを標準締付キャップを標準締付回転数回転数回転数回転数    

（標準締付トルク）（標準締付トルク）（標準締付トルク）（標準締付トルク）で締め付けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

⑤⑤⑤⑤施工施工施工施工完了完了完了完了・施工手順チェックシートへの記・施工手順チェックシートへの記・施工手順チェックシートへの記・施工手順チェックシートへの記

入入入入 

キャップとストップリングの締め忘れ締め忘れ締め忘れ締め忘れのないようのないようのないようのないよう

に確認に確認に確認に確認を行って下さい。 

≪管の取り外し≫ 
・ストップリング締付ボルト・ナットとキャップを緩緩緩緩めめめめ

るだけるだけるだけるだけで管と分離可能分離可能分離可能分離可能です。です。です。です。((((分解不要分解不要分解不要分解不要))))    

管 
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SR 
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（白） 

本体 
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＋10/－0 

キャップ 
ストップリング 

（参考締付トルク N･m） 

六角 

対辺 
十分な手締め後

回転数 

参考締付トルク 

N･m 

20 Su20 16 50505050    

1/41/41/41/4～3/4 (20) 
当当当当

てててて

締締締締

めめめめ    

(8) 

10 25 Su25 Su25 
55555555    (10) 

30 Su30 25 

40 Su40 32 60606060    (15) 
13 

50 Su50 40 65656565    4/104/104/104/10～6/10 (40) (20) 

注）パイプエンドの場合、K 寸は＋5／－0 です。          ※太字太字太字太字：下限値  
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